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利益は1,591百万円（同41.9％減）、親会社株主に帰
属する当期純利益は前連結会計年度に計上した固定
資産売却益（東京支社ビル）の剥落により891百万
円（同66.9％減）となりました。
　新型コロナウイルス感染症拡大の収束に目途が
立っておらず、国内外経済は厳しい状況が続くと予
想されます。この状況を踏まえ、今後につきましては、
主力業界である自動車関連事業は維持しつつ、食品
機械やエンジニアリング機能、メーカー機能を活用
し、新たな成長分野での事業拡大を図り、取引先の
皆様から信頼される唯一無二のパートナー企業を目
指します。
　株主の皆様におかれましては、今後とも当社グルー
プへのご支援ご鞭撻を賜りますよう、何卒よろしく
お願い申し上げます。

　株主の皆様には平素より格別のご高配を賜り、厚
くお礼申し上げます。
　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロ
ナウイルス感染症拡大の影響により、個人消費及び
企業による設備投資が大きく落ち込みました。段階
的な経済活動の再開とともに景気回復の兆しも見ら
れましたが、回復は鈍く厳しい状況となりました。
先行きについては、感染の再拡大が生じており、不
透明な状況が続いております。
　海外の経済情勢においても、新型コロナウイルス
感染拡大により急激な減速に転じました。中国では
経済が緩やかに回復し、米国においてもやや持ち直
しの兆しが見えますが、新型コロナウイルス感染症
の収束時期の見通しが立たず、極めて厳しい状況が
続きました。
　 こ の よ う な 状 況 の 中 で、 当 社 グ ル ー プ は、

「MARUKA UNIQUE SОLUTIОNS '20　新たな挑
戦　無限のフィールドへ」を今年度のテーマに、各
種施策に取り組んでまいりました。
　その結果、当連結会計年度の売上高は、新型コロ
ナウイルス感染症の影響による設備投資需要の減少
もあり53,216百万円（前期比23.1％減）となりまし
た。利益面につきましては、諸経費の削減等に努め
ましたが、売上高の減少に伴う売上総利益の減少等
により営業利益は1,459百万円（同46.0％減）、経常

MARUKA UNIQUE SОLUTIОNS '20
新たな挑戦　無限のフィールドへ
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　当社は、2021年2月25日の株主総会および
その後の取締役会の決議を経て、飯田邦彦を
代表取締役社長／最高経営責任者（CEO）とする
ことを決定しました。代表取締役会長の竹下敏章
とともに代表取締役2名の体制とすることにより、
経営管理を一層強化して企業価値の更なる向上
を目指します。

　平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、今まで経験したことのない時代に対応するた
めに、自らが変わることを求められています。2021
年度の私たちのスローガンは、変革と創世です。新し
い時代に合った経営を推進し、マルカの変わらない使
命である「顧客の満足」をさらに追求してまいります。
　今後とも倍旧のご指導ご鞭撻を賜りますようお願
い申し上げます。

・ 誠心（まごころ）は力なり
・ 変ぜざるものの上に立ってつねに変化せよ
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当社入社
当社理事
当社管理副本部長
当社執行役員
当社取締役兼執行役員  管理本部長
当社最高財務責任者（CFO）
当社取締役兼常務執行役員
当社取締役兼副社長執行役員
当社代表取締役社長（現任）
当社最高経営責任者（CEO）（現任）
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TOPICS

代表取締役社長異動のお知らせ

 就任にあたり

 座右の銘

 略歴

代表取締役社長
最高経営責任者（CEO） 飯

い い だ

田 邦
くにひこ

彦
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第2四半期（累計） 通期

売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に帰属する当期（四半期）純利益 1株当たり当期（四半期）純利益 部門別売上高

53,216百万円
前期比 23.1%減

前期比 66.9%減 前期比 66.5%減

前期比 46.0%減 前期比 41.9%減
1,459百万円 1,591百万円

891百万円 106.76円 ■産業機械部門
■建設機械部門
■その他の事業部門

44,387百万円
8,765百万円
64百万円

第2四半期（累計） 通期 第2四半期（累計） 通期 第2四半期（累計） 通期

（百万円） （百万円） （百万円）

第2四半期（累計） 通期

（百万円） （円） 83.4%

16.5% 0.1%

売上高
構成比

決算ハイライト（連結）
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産業機械部門

建設機械部門

部門別の概況
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　産業機械部門では、全般的な景気停滞による収益悪化を受けて製造業を中心とした生産調整が続
き設備投資の減少の影響があり、売上が減少いたしました。
　国内ではロボット・搬送機械、工作機械、環境設備及び産業機械の販売が減少いたしました。厳しい
状況の中、前連結会計年度に子会社化した株式会社ミヤザワが食品機械の売上に寄与いたしました。
　米州では、自動車・二輪業界向けに工作機械の販売が減少いたしました。
　中国は回復基調にあるものの、アジア地域では自動車部品輸出事業からの撤退及び各国のロック
ダウンによる営業活動の制限の影響により売上が減少いたしました。

　建設機械部門では、災害復旧・防災関連工事やインフラ関連工事等を中心に公共投資は堅調に
推移いたしましたが、新型コロナウイルス感染症により工事の一時中止や工期延長、発注の延期
が見られました。また、インバウンド需要激減による民間建設投資の減少や、顧客の設備投資に対
する姿勢が慎重な状況にあり売上が減少しました。また、営業利益はレンタル部門においてクレー
ンの収益悪化により前期比減少しました。



連結財務諸表

前 期 末
2019年11月30日現在

当 期 末
2020年11月30日現在

前 期 末
2019年11月30日現在

当 期 末
2020年11月30日現在

前 期
2018年12月1日〜2019年11月30日

当 期
2019年12月1日〜2020年11月30日

※ 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

連結貸借対照表のポイント（単位：百万円）

連結損益計算書のポイント（単位：百万円）

流動資産の状況
前期末比8,368百万円減少し、
33,712百万円となりました。
これは売掛金が6,883百万円減少
したこと等によるものです。

流動負債の状況
前期末比8,973百万円減少し、
18,003百万円となりました。
これは買掛金が4,795百万円減少
したこと等によるものです。

営業利益の状況
売上総利益が1,399百万円減少
したこと等により営業利益は前期
比46.0%減少し1,459百万円と
なりました。

親会社株主に帰属する当期純利益
前期に計上した固定資産売却益
1,250百万円（東京本社ビル）の
剥落により、前期比66.9%減少し
891百万円となりました。

売上高
69,197

営業利益
2,700

経常利益
2,741

親会社株主に
帰属する
当期純利益
2,694

売上高
53,216

営業利益
1,459

経常利益
1,591

税金等
調整前
当期純利益
1,580

営業外収益
256

営業外費用
124

特別損失
23 親会社株主に

帰属する
当期純利益
891

特別利益
11

売上原価
販売費及び一般管理費

45,508
6,226

法人税等合計
非支配株主に帰属する当期純利益

682
5

Point

Point

流動資産
33,712

負債・純資産合計
42,630

資産合計
42,630

資産合計
51,528

負債
19,470

純資産
23,159

負債
28,280

純資産
23,248

負債・純資産合計
51,528

流動資産
42,080

固定資産
9,447

6,575

437

2,434

有形固定資産

無形固定資産

投資
その他の資産
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固定負債
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507
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株式の状況 & 会社概要

会社概要 （2020年11月30日現在） 

役員 （2021年2月25日現在） 

大株主（上位10名）の状況 （2020年11月30日現在） 

所有者別株式分布状況 （2020年11月30日現在） 

個人・その他
29,510単元
34.8%

外国法人等
17,224単元
20.3%

金融機関
18,813単元

22.2%

その他の法人
18,813単元

22.2%

証券会社
412単元
0.5%

株式の状況 （2020年11月30日現在） 

株主名 持株数（株） 持株比率（%）

THE SFP VALUE REALIZATION 
M A S T E R  F U N D  L T D . 596,100 7.0

コ ベ ル コ 建 機 株 式 会 社 594,000 7.0
株 式 会 社 不 二 越 576,000 6.8
THE CHASE MANHATTAN BANK, N.A. LONDON 
SPECIAL OMNIBUS SECS LENDING ACCOUNT 428,300 5.1

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 400,000 4.7
株 式 会 社 り そ な 銀 行 350,000 4.1
STATE STREET CL I ENT 
OMNIBUS ACCOUNT OM44 260,800 3.1

株 式 会 社 三 菱 U F J 銀 行 255,000 3.0
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 227,050 2.7
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 206,600 2.4

（注）‌�持株比率は自己株式（847,186株）を控除して算出し、小数点以下第2位を四捨
五入して計算しております。また、自己株式は上位10名から除いております。

株式会社マルカ
Maruka Corporation
1946年12月16日
〒540-0024
大阪市中央区南新町二丁目2番５号
TEL.06-6450-6823
FAX.06-6450-6824
インターネットホームページ
http://www.maruka.co.jp/
産業機械、建設機械の国内販売
および輸出入
14億1,441万円
連結 698名、単独 192名

商 号

設 立
本 社 所 在 地

主な事業内容

資 本 金
従 業 員 数

代 表 取 締 役 会 長 竹 下 敏 章

代 表 取 締 役 社 長 飯 田 邦 彦

取 締 役 難 波 経 久

※ 取 締 役 小 谷 和 朗

※ 取 締 役 長 﨑 伸 郎

常 勤 監 査 役 加 納 敬 司

※ 監 査 役 牛 島 慶 太

※ 監 査 役 疋 田 鏡 子

会 長 竹 下 敏 章
社 長 兼 C E O 飯 田 邦 彦
常 務 執 行 役 員 難 波 経 久
執 行 役 員 高 　 岡 　 幸 一 郎
執 行 役 員 嶋 林 直 人
執 行 役 員 栗 栖 俊 彦
執 行 役 員 福 屋 謙 二
執 行 役 員 野 田 雅 彦
執 行 役 員 渡 辺 貴 久
執 行 役 員 碇 　 　 　 宏 一 朗
執 行 役 員 新 谷 英 明上記※は、社外取締役および社外監査役であります。

取締役および監査役 業務執行体制
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33,600,000株
9,327,700株

9,876名

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数



株主メモ

事業年度
12月1日から翌年11月30日まで

期末配当受領株主確定日
11月30日

中間配当受領株主確定日
5月31日

定時株主総会
2月

基準日
定時株主総会については　11月30日

（その他必要あるときは予め公告する一定の日。）

株主名簿管理人（兼 特別口座の口座管理機関）
三菱UFJ信託銀行株式会社

株主名簿管理人事務取扱場所
（兼 特別口座の口座管理機関連絡先）
〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部

各種お問合せ
電話　0120-094-777（通話料無料）
※証券会社等に口座をお持ちの株主さまのお手続きについて

は、口座を開設されている証券会社等にお問合せください。
なお返戻郵便物、未払配当金等のお問合せについては、上
記株主名簿管理人にお問合せください。

※特別口座に記録された株式関係のお手続用紙のご請求は下
記インターネットにて24時間承っております。
インターネットhttps://www.tr.mufg.jp/daikou/

公告方法
電子公告（当社ホームページをご覧ください。）
http://www.maruka.co.jp/
なお、やむを得ない事由によって電子公告による公告をする
ことができない場合には、日本経済新聞に掲載します。

上場証券取引所
株式会社東京証券取引所　市場第1部

100株以上500株未満
保有の株主さま
1,000円相当のグルメセット

対象株主さま
毎年11月30日現在の株主名簿に記載された株主さま

優待品到着時期
毎年2月中旬頃に株主さまにお届けいたします。
※お住まいの地域によって到着が多少前後する場合がございます。
　グルメギフト券につきましては、カタログの到着日となります。

優待内容

500株以上1,000株未満
保有の株主さま
2,000円相当のグルメセット

株 主 優 待 の ご 案 内

※写真は優待商品の一例です。

1,000株以上保有の株主さま
3,000円相当のグルメギフト券

http://www.maruka.co.jp/ 見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。


